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そ
し
て
、
上
田
城
の
空
け
渡
し

の
交
渉
を
す
る
た
め
信
濃
国
分
寺

へ
信
幸
（
真
田
家
の
長
男
）
を
使

者
と
し
て
送
る
。

【
両
軍
激
突
】

　

慶
長
5
年
（
1 

6 

0 

0
）
9
月

2
日
、
上
田
城
の
空
け
渡
し
の
交

渉
が
始
ま
る
。
昌
幸
は
あ
っ
さ
り

と
上
田
城
を
明
け
渡
す
と
申
し
入

れ
た
。
秀
忠
は
簡
単
に
上
田
城
を

制
圧
で
き
た
に
思
え
た
が
、
昌
幸

と
信
繁
は
上
田
城
に
軍
備
を
整
え
、

城
の
周
辺
に
は
伏
兵
を
し
の
ば
せ

て
い
た
。
9
月
4
日
、
上
田
城
の

空
け
渡
し
が
遅
い
こ
と
を
不
審
に

思
い
、
秀
忠
は
再
度
使
者
を
昌
幸

の
と
こ
ろ
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、
昌

幸
は
挑
発
的
な
態
度
で
こ
れ
を
突

っ
ぱ
ね
た
。

　

9
月
5
日
、
挑
発
を
受
け
た
秀

忠
は
激
怒
し
、
た
ま
ら
ず
兵
（
真

田
軍
の
5
倍
以
上
）
を
率
い
て
真

田
を
討
ち
に
い
く
。
ま
ず
、
信
繁

が
い
る
砥
石
城
を
落
と
す
た
め
信

幸
（
真
田
家
の
長
男
）
隊
は
進
撃

す
る
。
信
繁
は
兄
と
の
戦
い
を
避

け
る
た
め
、
上
田
城
に
撤
退
す
る
。

徳
川
軍
は
上
田
城
に
撤
退
し
た
信

繁
を
追
い
、
そ
の
ま
ま
進
軍
す
る
。

し
か
し
、
上
田
城
は
強
固
だ
っ
た
。

9
月
6
日
、
秀
忠
は
作
戦
を
変
更

し
た
。
農
民
兵
が
多
い
真
田
勢
を

挑
発
す
る
た
め
、
上
田
城
外
に
あ

る
田
の
稲
を
刈
り
取
ら
せ
た
。
こ

　

天
下
分
け
目
の
「
関
ヶ
原
の
合

戦
」
は
、
全
国
の
武
将
が
東
軍

（
徳
川
家
康
）
と
西
軍
（
石
田
三

成
）
に
別
れ
戦
っ
た
戦
で
あ
る
。

そ
の
関
ヶ
原
以
外
で
も
局
地
戦
が

展
開
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
徳
川

軍
は
「
小
諸
城
」
を
本
陣
と
し
、

真
田
軍
は
「
上
田
城
」
を
本
陣
と

し
て
戦
っ
た
「
第
二
次
上
田
合

戦
」
で
あ
る
。

【
西
軍　

真
田
軍
の
動
き
】

　

真
田
昌
幸
の
も
と
に
石
田
三
成

か
ら
味
方
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

書
状
が
届
き
、
西
軍
に
昌
幸

（
父
）
と
信
繁
（
次
男
）、
東
軍
に

信
幸
（
長
男
）
が
つ
く
こ
と
に
す

る
（
犬
伏
の
別
れ
）。
こ
れ
に
よ

り
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
真
田
家

が
残
る
よ
う
に
な
る
。
信
繁
は
、

砥
石
城
（
上
田
城
の
北
に
位
置
）

に
入
城
し
、
信
幸
は
徳
川
軍
か
ら

の
上
田
城
空
け
渡
し
の
交
渉
に
信

濃
国
分
寺
に
行
く
。

【
東
軍　

徳
川
軍
の
動
き
】

　

石
田
三
成
を
討
つ
べ
く
、
徳
川

軍
は
二
手
に
分
か
れ
て
進
軍
し
た
。

そ
の
一
つ
が
徳
川
秀
忠
率
い
る
中

山
道
を
通
る
ル
ー
ト
。
家
康
か
ら

上
田
城
攻
略
の
指
示
を
受
け
た
秀

忠
は
、
西
軍
に
寝
返
っ
た
真
田
昌

幸
と
信
繁
を
討
つ
た
め
小
諸
へ
向

か
っ
た
。

あ
ら
す
じ

真
田
軍
（
西
軍
）

真田　昌幸
第二次上田合戦の立役
者。徳川秀忠を挑発し、
徳川軍を混乱させた張
本人。第一次上田合戦
でも徳川の大軍を破っ
ており、「表裏比興之
者」の者といわれ全国
に武勇をとどろかせた。

真田　信繁（幸村）
昌幸の次男で本名は信
繁。戦国武将として抜
群の人気を誇る武将。
第二次上田合戦でも砥
石城に入り、活躍する。
徳川と豊臣が戦った大
阪の陣では「真田丸」
を築き大活躍する。

徳
川
軍
（
東
軍
）

徳川　秀忠
徳川幕府二代将軍。
徳川家康の三男。

本多　正信
徳川家康が一番頼りに
していた腹心。

第
二
次
上
田
合
戦

画像提供：一般社団法人　小諸フィルムコミッション

小諸城は、かつて
徳川軍の本陣だった


